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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡と、該内視鏡が接続された装置本体とを具備する内視鏡装置であって、
　前記装置本体内の装填室に対し、前記装置本体外から挿抜自在な装填部材と、
　前記装置本体に設けられた、前記装填室の装填口に対し開閉自在な蓋体と、
　前記装填室に挿入された前記装填部材の前記装填口からの抜去を規制する装填部材ロッ
ク機構と、
　を具備し、
　前記装填部材ロック機構は、前記装填室に対する前記装填部材の挿抜方向に対し垂直な
方向であって、前記装填口に少なくとも一部が平面的に重畳する規制位置と前記装填口か
ら退避する退避位置とに進退自在なロック部材を前記装置本体内に具備し、
　前記ロック部材は、前記装填部材が前記装填室に挿入された後、前記規制位置に進入し
、前記装填部材の前記装填口に対向する面に当接して、前記装填部材の前記装填口からの
抜去を規制すると共に、前記装填室を構成するケース部材から前記装填部材の挿抜方向に
対し垂直な方向に延出された、延出端に止め部材が形成された軸部材の外周に対し、付勢
部材とともに外装されており、前記軸部材にガイドされて前記規制位置に進入するよう、
前記付勢部材により、常時付勢されている
　ことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　閉成された前記蓋体の開成を規制する蓋体ロック機構をさらに具備していることを特徴
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とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記装填部材は、前記内視鏡及び前記装置本体に電力を供給するバッテリと、前記内視
鏡により撮像された画像データを記録する記録媒体とのいずれかであることを特徴とする
請求項１または２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記ロック部材の前記規制位置側の端部に、前記規制位置側に延出する延出部位が形成
されており、
　前記延出部位に、前記装填室へ前記装填部材を挿入する際、前記装填部材が当接される
ことにより、前記挿入方向の力を該挿入方向に垂直な方向に変換し、前記ロック部材を、
前記付勢部材の付勢に抗して前記規制位置から前記退避位置に退避させる面取り部が形成
されていることを特徴とする請求項１－３のいずれか一項に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡と、該内視鏡が接続された装置本体とを具備する内視鏡装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、内視鏡装置は、医療分野及び工業用分野において広く利用されている。
医療分野において用いられる内視鏡装置は、内視鏡の細長い挿入部を体腔内に挿入するこ
とによって、体腔内の臓器を観察したり、必要に応じて処置具の挿通チャンネル内に挿入
した処置具を用いて各種処置をしたりすることができる。
【０００３】
　また、工業用分野において用いられる内視鏡装置は、内視鏡の細長い挿入部をジェット
エンジン内や、工場の配管等に挿入することによって、被検部位の傷及び腐蝕等の観察や
各種処置等を行うことができる。
【０００４】
　工業用の内視鏡装置は、例えば先端に、撮像レンズやＣＣＤ等の撮像素子を有する撮像
ユニットが配設された細長の挿入部を有する内視鏡と、該内視鏡が接続された装置本体と
により構成されているのが一般的である。尚、小型の内視鏡装置においては、挿入部の先
端にＬＥＤ等の光源が配設されているものも周知である。
【０００５】
　また、装置本体内には、内視鏡を駆動する各種部材、具体的には、撮像ユニットや光源
の駆動を行う電気回路や、撮像ユニットから出力された被写体の画像信号を処理する画像
処理ユニットや、該画像処理ユニットにより処理された画像データを記録する記録媒体や
、内視鏡や装置本体に電力を供給するバッテリ等が各装填室に装填されて設けられている
。
【０００６】
　ところで、記録媒体やバッテリ等の装填部材は、装置本体から自在に取り出すことでき
るよう、装置本体内の記録媒体装填室やバッテリ装填室に対し、それぞれ容易に挿抜自在
な構成となっている。
【０００７】
　具体的には、装置本体の外装部材にそれぞれ設けられた、例えば蝶番を介して開閉自在
な蓋体の各装填室の装填口に対する開閉に伴い、記録媒体装填室やバッテリ装填室に対し
、記録媒体やバッテリを挿抜することができる。
【０００８】
　記録媒体装填室やバッテリ装填室に対する、記録媒体やバッテリの装填は、記録媒体装
填室やバッテリ装填室に対し、装填口を介して、記録媒体やバッテリを挿入した後、蓋体
が閉成されることにより行われる。
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【０００９】
　このような構成では、例えば操作者が、意図せず蓋体を開成してしまうと、記録媒体装
填室やバッテリ装填室から記録媒体やバッテリが、装置本体外に不意に飛び出してしまう
といった問題があった。
【００１０】
　このような問題に鑑み、特許文献１では、閉成後の蓋体が不意に開成することのないよ
う、閉成された蓋体の開成を規制するロック機構を備えた内視鏡装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－１９２９３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、特許文献１に開示された内視鏡装置においては、ロック機構により、蓋
体の開成を規制しているため、例えば内視鏡装置が工業用の内視鏡装置の場合、装置本体
に対し、装置本体を不意に落としてしまった等、衝撃が付与されてしまうと、蓋体に対し
、例えば装填部材であるバッテリが、バッテリ装填室から装置本体外に飛び出す力が付与
され、蓋体のロックが解除されてしまう場合があるといった問題がある。
【００１２】
　または、蓋体がロック機構により開成されないため、蓋体がバッテリの飛び出しに伴い
変形してしまい、例えば装置本体に形成された装填口を囲む防水パッキン等の水密部材に
対する蓋体の当接力が低下してしまい、蓋体における防水機能が低下してしまうといった
問題もある。
【００１３】
　さらには、ロック機能を解除した後、蓋体を開成すると、不意に、バッテリが装置本体
外に飛び出してしまうといった問題もある。即ち、蓋体の開成に伴い、バッテリがバッテ
リ装填室から飛び出してしまうといった問題は解決されていない。
【００１４】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、装置本体に挿入され装填された装
填部材の抜去性を向上させ、装填部材が、装填口を介して不意に装置本体外に抜去されて
しまうことを、簡単な構成にて防止することができる内視鏡装置を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するために本発明による内視鏡装置は、内視鏡と、該内視鏡が接続され
た装置本体とを具備する内視鏡装置であって、前記装置本体内の装填室に対し、前記装置
本体外から挿抜自在な装填部材と、前記装置本体に設けられた、前記装填室の装填口に対
し開閉自在な蓋体と、前記装填室に挿入された前記装填部材の前記装填口からの抜去を規
制する装填部材ロック機構と、を具備し、前記装填部材ロック機構は、前記装填室に対す
る前記装填部材の挿抜方向に対し垂直な方向であって、前記装填口に少なくとも一部が平
面的に重畳する規制位置と前記装填口から退避する退避位置とに進退自在なロック部材を
前記装置本体内に具備し、前記ロック部材は、前記装填部材が前記装填室に挿入された後
、前記規制位置に進入し、前記装填部材の前記装填口に対向する面に当接して、前記装填
部材の前記装填口からの抜去を規制すると共に、前記装填室を構成するケース部材から前
記装填部材の挿抜方向に対し垂直な方向に延出された、延出端に止め部材が形成された軸
部材の外周に対し、付勢部材とともに外装されており、前記軸部材にガイドされて前記規
制位置に進入するよう、前記付勢部材により、常時付勢されていることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の内視鏡装置によれば、装置本体に挿入され装填された装填部材の抜去性を向上
させ、装填部材が、装填口を介して不意に装置本体外に抜去されてしまうことを、簡単な
構成にて防止することができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。尚、以下、内視鏡装置は、携帯
性に優れたショルダ式の工業用の内視鏡装置を例に挙げて説明する。また、工業用の内視
鏡装置の装置本体内の装填室に装填される装填部材としては、バッテリを例に挙げて説明
する。よって、装填室及び装填口は、バッテリ装填室及びバッテリ装填口として説明する
。
【００１８】
　図１は、本発明の一実施の形態を示す内視鏡装置の斜視図、図２は、図１の装置本体か
ら蓋体が開成され、バッテリが抜去された状態を示す斜視図、図３は、図２のバッテリ装
填室にバッテリが装填された状態で装置本体から蓋体が開成された状態を、バッテリ装填
口近傍を一部拡大して示す斜視図である。
【００１９】
　また、図４は、図１中のIV-IV線に沿う装置本体の部分断面図、図５は、図２の装置本
体内に設けられたバッテリ装填ユニットを示す拡大斜視図である。
【００２０】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、内視鏡２と該内視鏡２に接続された装置本体３と
により主要部が構成されている。  
　内視鏡２は、細長で可撓性を有する挿入部２０と、該挿入部２０の挿入方向基端側に接
続された操作部２４と、該操作部２４から延出された可撓性を有するユニバーサルコード
２６とにより主要部が構成されている。尚、ユニバーサルコード２６により、内視鏡２と
装置本体３とは接続されている。
【００２１】
　挿入部２０の先端部の内部には、対物レンズ等の対物光学系や、ＣＣＤ等の撮像素子を
有する撮像ユニットや、ＬＥＤ等の光源（いずれも図示されず）等が配設されている。尚
、撮像ユニットや光源は、操作部２４の内部や、装置本体３の内部に設けられていても構
わない。
【００２２】
　装置本体３は、例えば箱状を有しており、装置本体３の外装筐体４に、内視鏡２の撮像
ユニットにより撮像された内視鏡画像を表示する画像表示面３３を有するモニタ７が固定
されている。
【００２３】
　詳しくは、モニタ７は、画像表示面３３を有するモニタ面７ｍの裏面７ｒが、装置本体
３の外装筐体４の図１中Ｙ方向後方側に設けられた後述するコネクタボックス４０（図２
参照）に対して開閉自在となるよう、蝶番等を介して装置本体３の外表面に固定されてい
る。
【００２４】
　モニタ７のモニタ面７ｍに、内視鏡装置１が未使用の際、画像表示面３３を覆って保護
するカバー板３０が固定されている。カバー板３０は、画像表示面３３に対向するカバー
板３０の対向面３０ｔが、画像表示面３３に対して開閉自在となるよう、モニタ面７ｍに
固定されている。
【００２５】
　箱状の装置本体３の外装筐体４の角部に、装置本体３を戴置するための例えばＮＢＲ等
のゴムにより形成された、複数の脚部５８が固定されている。脚部５８は、装置本体３を
、地表等に対し、複数の姿勢により載置できるように設けられたものである。
【００２６】
　装置本体３の外装筐体４の図１中Ｙ方向後方側の図示しないコネクタボックス収容室に
、上述したように、コネクタボックス４０が、着脱コネクタ４１により装着されている。
尚、コネクタボックス４０は、外装筐体４のコネクタボックス収容室に対して着脱自在で
ある。
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【００２７】
　コネクタボックス４０の内部には、撮像ユニットや光源の駆動を行う基板や、撮像ユニ
ットから出力された被写体の画像信号を処理する画像処理用の基板等の電気部品が設けら
れている。
【００２８】
　また、装置本体３の外装筐体４により覆われた内部には、コネクタボックス４０以外の
電気部品や、画像処理用の基板により画像処理された画像データを記録する記録媒体や、
内視鏡２や装置本体３に電力を供給するバッテリ１０（図２参照）等が設けられている。
【００２９】
　バッテリ１０は、図２中、Ｘ方向に細長な、例えば直方体形状に形成されており、装置
本体３の外装筐体４により覆われた内部において、例えば図１中、Ｚ方向下方に設けられ
た図５に示すバッテリ装填ユニット６０の箱状のケース部材６１の内部のバッテリ装填室
（以下、単に装填室と称す）６２（図２参照）に装填される。
【００３０】
　尚、ケース部材６１は、図５中におけるＸ方向において、図２中における装置本体３の
Ｘ方向の長さよりも略短い所定の長さを有している。また、ケース部材６１の装填室６２
における図５中Ｘ方向左側の端部には、装填室６２に装填されたバッテリ１０を、装填室
６２のバッテリ装填口（以下、単に装填口と称す）６３に対して、図１中Ｘ方向に常時付
勢する図示しない抜去用付勢バネが設けられている。
【００３１】
　装置本体３の外装筐体４の図１中Ｘ方向右側の外表面４ｇにおけるＺ方向下方の位置に
は、蓋体８が設けられている。蓋体８は、装填室６２の装填口６３に対して、図１、図２
に示すように蝶番９を介して開閉自在となっている。
【００３２】
　尚、外表面４ｇには、水密用のパッキン４７（図３参照）が装填口６３の外周を囲むよ
うに設けられている。このパッキン４７により、装填口６３に対して蓋体８を閉成した際
、蓋体８と外表面４ｇとの間は、水密的に保たれる。また、パッキン４７は、蓋体８側に
設けられていても構わない。
【００３３】
　蓋体８が開成されることにより、装填室６２に対し、バッテリ１０が、装填口６３を介
して、挿抜方向となる図２中Ｘ方向に挿抜自在となる。尚、装填室６２にバッテリ１０が
挿入される際は、上述した抜去用付勢バネが、該抜去用付勢バネの付勢に抗して図２中Ｘ
方向左側に押圧されながら挿入される。また、例えば、バッテリ１０の端子１１が、図２
中Ｚ方向上方を指向するように挿入される。
【００３４】
　装填室６２に対し、バッテリ１０が挿入された後は、装填口６３に対して蓋体８が閉成
されるとともに、蓋体８に設けられた蓋体ロック機構である２本のロックピン１２が、外
表面４ｇに形成された２つの嵌入孔４８に嵌入された後、外装筐体４内部の係止部材４９
に係止される。ロックピン１２は、装填口６３に対して閉成された蓋体８の不意の開成を
規制するものである。
【００３５】
　外装筐体４の内部であって、装填口６３の近傍には、装填室６２にバッテリ１０が装填
された後、抜去用付勢バネのＸ方向への付勢によるバッテリ１０の装填室６２からの装填
口６３を介したバッテリ１０の不意の抜去を規制する装填部材ロック機構を構成するロッ
ク部材７０が設けられている。
【００３６】
　ロック部材７０は、図４に示すように、バッテリ装填ユニット６０のケース部材６１の
装填口６３近傍の図４中左側から、バッテリ１０の挿抜方向であるＸ方向に直交するＹ方
向における図４中左側に、Ｚ方向に所定の間隔を有してそれぞれ延出された２本の軸部材
７１の外周に対して外装されている。
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【００３７】
　具体的には、２本の軸部材７１の各延出端には、Ｅリング等の止め部材７２がそれぞれ
固定されており、２本の軸部材７１の外周には、それぞれ、各止め部材７２に一端が接す
るよう、付勢部材であるロック部材付勢バネ７３が外装されており、さらに、２本の軸部
材７１の外周には、各ロック部材付勢バネ７３の他端に接するよう、例えば平面的な断面
形状がＬ字状を有するロック部材７０が外装されている。
【００３８】
　尚、２本の軸部材７１は、ケース部材６１と一体的に形成されてＹ方向にそれぞれ延出
されていても構わないし、２本の軸部材７１の各一端が、ケース部材６１の上述した所定
の位置に、例えばかしめられることにより固定されてＹ方向にそれぞれ延出されていても
構わない。また、２本の軸部材７１の各延出端は、図４、図５に示すように、外装筐体４
の内壁に接触せずに位置している。
【００３９】
　ロック部材７０の各ロック部材付勢バネ７３の他端に接する後述する退避位置側の端部
７０ｔと反対側の後述する規制位置側の端部７０ｉには、規制位置側である図４中Ｙ方向
装填口６３側に延出した延出部位である当接部７７が形成されている。
【００４０】
　ロック部材７０は、２本の軸部材７１、２つの止め部材７２、ロック部材付勢バネ７３
により、Ｙ方向において、当接部７７が装填口６３に対し平面的に重畳する、後述するバ
ッテリ１０の規制位置と、当接部７７が装填口６３から退避する退避位置とに２本の軸部
材７１にガイドされて進退自在となっている。尚、当接部７７の装填口６３側の面には、
ロック部材７０を操作者によりＹ方向に進退させる際の滑り止め７９が形成されている。
【００４１】
　また、ロック部材７０は、ロック部材付勢バネ７３の付勢により、２本の軸部材７１に
ガイドされて常時規制位置に進入するよう付勢されている。尚、２本の軸部材７１の各一
端が、ケース部材６１の上述した所定の位置に固定されていることにより、ロック部材７
０は、Ｙ方向への進退に伴いＸ方向に移動してしまうことがない。即ち、ロック部材７０
が蓋体８をＸ方向に押圧してしまうことがない。
【００４２】
　ロック部材７０は、装填室６２にバッテリ１０が挿入された後、Ｘ方向において装填口
６３側に抜去用付勢バネにより付勢されるバッテリ１０の装填口６３に対向する面１０ｔ
に、規制位置において当接部７７が当接することにより、蓋体８の開閉に係わらず、バッ
テリ１０の装填室６２からの抜去を防止するものである。
【００４３】
　また、ロック部材７０の当接部７７の規制位置側の端部には、図３、図４に示すように
、Ｘ方向及びＹ方向に対し所定の角度を有するとともに、蓋体８側を指向する面取り部７
８が形成されている。
【００４４】
　面取り部７８は、装填室６２にバッテリ１０を挿入する際、バッテリ１０の面１０ｔと
反対側の挿入方向の挿入面（図示されず）及び図４中左側面が当接することにより、Ｘ方
向における挿入方向の力を、Ｙ方向におけるロック部材７０をロック部材付勢バネ７３の
付勢に抗して規制位置から退避位置に退避させる力に変換させるものである。
【００４５】
　その結果、装填室６２にバッテリ１０を挿入する際、ロック部材７０を、操作者により
、規制位置から退避位置に移動させなくとも、バッテリ１０の挿入に伴い、ロック部材７
０を、規制位置から退避位置に移動させることができる。
【００４６】
　ここで、蓋体８の装填口６３に対向する面にも、図３、図４に示すように、装填室６２
からの装填口６３を介したバッテリ１０の不意な抜去を規制する装填部材ロック機構を構
成する突起部材１８が形成されている。
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【００４７】
　突起部材１８は、装填口６３に対して蓋体８を閉成した際、ロック部材７０の端部７０
ｔに対向する領域に、図４に示すように嵌入される。突起部材１８は、装置本体３に衝撃
等が付与された際、ロック部材７０の端部７０ｔに当接することにより、ロック部材７０
がＹ方向において、規制位置から退避位置に退避するのを規制するものである。
【００４８】
　尚、バッテリ１０以外の装置本体３の外装筐体４により覆われた内部に対する電気部品
等の内容物の装填構造は、周知の構成であるため、その説明は省略する。
【００４９】
　次に、このように構成された本実施の形態の作用について説明する。尚、以下に示す本
実施の形態の作用は、バッテリ装填ユニット６０のケース部材６１の装填室６２に対して
、バッテリ１０を挿抜する際の作用について説明する。尚、その他の内視鏡装置１の作用
は周知であるため、その説明を省略する。
【００５０】
　先ず、バッテリ１０を装填室６２に挿入する際は、２本のロックピン１２を、外表面４
ｇに形成された２つの嵌入孔４８にから脱却し、蓋体８を開成する。この際、ロック部材
７０は、ロック部材付勢バネ７３の付勢により、上述した規制位置に位置している。
【００５１】
　この状態で、バッテリ１０を、抜去用付勢バネのＸ方向への付勢に抗して、例えば端子
１１がＺ方向上方を指向するように装填室６２に挿入し始めると、バッテリ１０の上述し
た挿入面及び図４中の左側面が、ロック部材７０の当接部７７の面取り部７８に当接、摺
動することにより、Ｘ方向における挿入方向の力が、Ｙ方向への力に変換され、その結果
、ロック部材７０がロック部材付勢バネ７３の付勢に抗して、２本の軸部材７１にガイド
されて規制位置から退避位置に退避される。尚、ロック部材７０の規制位置から退避位置
への退避は、操作者の指により行われても構わない。
【００５２】
　その後、装填室６２へのバッテリ１０の挿入が終了すると、ロック部材７０は、ロック
部材付勢バネ７３の付勢により、２本の軸部材７１にガイドされて退避位置から規制位置
へと進入し、当接部７７が、バッテリ１０の装填口６３に対向する面１０ｔに当接する。
このことにより、抜去用付勢バネによりＸ方向装填口６３側に付勢されるバッテリ１０が
、蓋体８の開閉に係わらず、装填室６２から飛び出してしまうことが規制される。
【００５３】
　次いで、装填口６３に対して蓋体８が閉成されるとともに、蓋体８に設けられた２本の
ロックピン１２が、外表面４ｇに形成された２つの嵌入孔４８に嵌入された後、外装筐体
４内部の係止部材４９に係止される。このことにより、装填口６３に対して閉成された蓋
体８の不意の開成が規制される。
【００５４】
　また、装填口６３に対する蓋体８の閉成後、外装筐体４の外表面４ｇに設けられた水密
用のパッキン４７（図３参照）により、蓋体８と外表面４ｇとの間は、水密的に保たれる
。
【００５５】
　さらに、装填口６３に対する蓋体８の閉成後、蓋体８に形成された突起部材１８は、ロ
ック部材７０の端部７０ｔに対向する領域に、図４に示すように、嵌入される。その結果
、装置本体３に衝撃等が付与された際、突起部材１８がロック部材７０の端部７０ｔに当
接されることにより、ロック部材７０がＹ方向において、規制位置から退避位置に退避さ
れてしまうことが規制される。
【００５６】
　尚、以上から、バッテリ１０が、装填室６２内に装填される。
【００５７】
　次いで、装填室６２からバッテリ１０を抜去する際は、先ず、上述した手順により、蓋
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体８を装填口６３に対して開成した後、操作者の指によるＹ方向への付勢により、ロック
部材７０を、２本の軸部材７１のガイドにより、規制位置から退避位置に退避させる。
【００５８】
　その結果、バッテリ１０は、抜去用付勢バネによるＸ方向、装填口６３側への付勢によ
り、装填口６３を介して装置本体３外に飛び出そうとするが、装填口６３に当接部７７が
平面的に重畳する位置には、ロック部材７０を退避させた操作者の指が位置しているため
、バッテリ１０の飛び出しが操作者に指により規制される。最後に、操作者により、バッ
テリ１０が、装填室６２から抜去される。
【００５９】
　このように、本実施の形態においては、外装筐体４の内部における装填室６２の装填口
６３近傍に、装填口６３に対して当接部７７が平面的に重畳する規制位置に、常時、ロッ
ク部材付勢バネ７３の付勢により進入するロック部材７０が設けられていると示した。
【００６０】
　このことによれば、抜去用付勢バネにより、装填室６２に装填されたＸ方向装填口６３
側に付勢されているバッテリ１０の装填口６３からの飛び出しを、規制位置に位置し、当
接部７７がバッテリ１０の装填口６３に対向する面１０ｔに当接するロック部材７０によ
り規制することができる。
【００６１】
　よって、例え、装置本体３に衝撃が付与されたとしても、バッテリ１０のＸ方向におけ
る装填口６３に対する飛び出しにより、蓋体８のロックが解除されてしまったり、蓋体８
が変形して、装填口６３を囲む防水パッキン４７の蓋体８に対する当接力が低下してしま
い、蓋体８における防水機能が低下してしまったりすることを確実に防止することができ
る。
【００６２】
　また、操作者により、不意に、蓋体８のロックを解除してしまっても、ロック部材７０
により、装填口６３からのバッテリ１０の飛び出しを防止することができる。
【００６３】
　さらに、バッテリ１０を抜去するに伴い、ロック部材７０が操作者により規制位置から
退避位置に移動される際、装填口６３に当接部７７が平面的に重畳する位置に、ロック部
材７０を操作する操作者に指が残されることから、装填口６３からのバッテリ１０の不意
の飛び出しを防止することができる。
【００６４】
　このことから、バッテリ１０の抜去用付勢バネの付勢による装填室６２からの抜去性を
向上させたまま、バッテリ１０が、装填口６３を介して不意に装置本体３外に抜去されて
しまうことを簡単な構成にて防止することができる。
【００６５】
　また、本実施の形態においては、蓋体８の装填口６３に対向する面に、蓋体８が装填口
６３に対して閉成された後、ロック部材７０の端部７０ｔに対向する領域に嵌入される突
起部材１８が形成されていると示した。
【００６６】
　このことによれば、装置本体３に衝撃等が付与された際、突起部材１８がロック部材７
０の端部７０ｔに当接することにより、ロック部材７０がＹ方向において、規制位置から
退避位置に退避してしまうのを規制することができる。
【００６７】
　よって、より確実に、バッテリ１０の抜去用付勢バネの付勢による装填室６２からの抜
去性を向上させたまま、バッテリ１０が、装填口６３を介して不意に装置本体３外に抜去
されてしまうことを簡単な構成にて防止することができる。
【００６８】
　さらに、本実施の形態においては、蓋体８が装填口６３に対して閉成された後、蓋体８
に設けられた２本のロックピン１２が、外表面４ｇに形成された２つの嵌入孔４８に嵌入
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【００６９】
　このことによれば、上述した構成に加え、装填口６３に対して閉成された蓋体８の不意
の開成が規制されることから、よりさらに確実に、バッテリ１０の抜去用付勢バネの付勢
による装填室６２からの抜去性を向上させたまま、バッテリ１０が、装填口６３を介して
不意に装置本体３外に抜去されてしまうことを簡単な構成にて防止することができる。
【００７０】
　尚、本実施においては、内視鏡装置１には、携帯性に優れたショルダ式の工業用の内視
鏡装置を例に挙げて説明したが、これに限らず、挿入部を装置本体に巻回して収納する大
型の工業用の内視鏡装置に適用してもよいことは勿論である。
【００７１】
　さらに、工業用の内視鏡装置に限定されず、医療用の内視鏡装置に適用してもよいこと
は云うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の一実施の形態を示す内視鏡装置の斜視図。
【図２】図１の装置本体から蓋体が開成され、バッテリが抜去された状態を示す斜視図。
【図３】図２のバッテリ装填室にバッテリが装填された状態で装置本体から蓋体が開成さ
れた状態を、バッテリ装填口近傍を一部拡大して示す斜視図。
【図４】図１中のIV-IV線に沿う装置本体の部分断面図。
【図５】図２の装置本体内に設けられたバッテリ装填ユニットを示す拡大斜視図。
【符号の説明】
【００７３】
　１…内視鏡装置
　２…内視鏡
　３…装置本体
　８…蓋体
　１０…バッテリ
　１０ｔ…バッテリの装填口に対向する面
　１２…ロックピン
　１８…突起部材
　６１…ケース部材
　６２…バッテリ装填室
　６３…バッテリ装填口
　７０…ロック部材
　７０ｉ…規制位置側の端部
　７０ｔ…退避位置側の端部
　７１…軸部材
　７２…止め部材
　７３…ロック部材付勢バネ７３
　７７…当接部
　７８…面取り部
　Ｘ方向…バッテリの挿抜方向
　Ｙ方向…挿抜方向に垂直な方向
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